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五井地区の人口
（１月１日現在）

総　数　　　61,824 人
　男　　　　32,868 人
　女　　　　28,956 人
世帯数　　29,384 世帯
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つくし

谷島野公民館
怖い獅子の周りで踊るひょっとことおかめ

千種コミュニティセンター
交通安全講話を真剣に聞く皆さん

今津朝山公民館
さぁこれからはじまりますよ

東海小学校
地域の子どもたちの歌声を

今年度で最後の敬老会
　　市原市の敬老会事業は市の方針により、今年度をもって終了となります。
　年一度の感謝、慰安を目的にするより、家から出て仲間と集い、身体を動かし健康で長生きしていただき
たい。そのような方針転換ではないでしょうか。
　参加者からは、「長年楽しみにしていた敬老会が無くなる。」と惜しむ声が多く寄せられました。
　今までの敬老会は、おじいちゃんおばあちゃんに児童・生徒の合唱や器楽演奏を聴いていただいたり、一
緒にゲームをしたりして、ふれあいの場を楽しみ、コミュニケーションを深める良い機会でした。
　今後は、何か別のかたちで、お年寄りと子どもたちがふれあう機会をつくっていければと思います。
　敬老会に携わった実行委員や関係者の皆様、長い間ご協力ありがとうございました。
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五井大市　昭和42年12月　50年前

現在の五井大市　平成29年12月

ポン菓子作り

かわいい手で募金

　12月２日（土）３日（日）に五井駅及び梨の木公園周辺で開催された「五井大市」
に、昨年度に引き続き役員多数で参加しました。
　本会としては、より多くの地域住民に本会の活動を知っていただく機会にな
るとともに、活動の理解や新たな人材・活動者の担い手の発掘のため、活動さ
せていただきました。
　当日は、地区社協活動のパンフレット（広報紙つくし、五井地区社協ってな
あに？相談所開催予定表）の配布をメインとして行い、その他にポン菓子や飴、
風船の無料配布、そして歳末たすけあい募金の呼びかけ、いちはらケーブルテ
レビへの出演などを行いました。
　歳末たすけあい募金では、２日間で合計110,840円の寄付をいただきました。
この中には、松ヶ島にお住まいの「田中利秋さん」より２万円を超え
る寄付と匿名の方からの約７千円の寄付も含まれています。お二人と
も、「福祉活動に役立ててほしい」という思いがあったそうです。あ
りがとうございました。
　皆さまからいただきました募金・寄付につきましては、全額「平成
29年度歳末たすけあい募金」として共同募金会へ寄付させていただき
ました。ご協力いただきました皆さま、ありがとうございました。

 　　 五井大市の由来
　大正５年発行の市原郡誌には、「萬治元年８月１日、
日本橋の初めて架設せられし時に、深川の釜六と釜七と
いへる金物屋来りて、鍋釜の市を開きしに始まる。今は
古道具、傘、小間物屋など多し」とあります。
　萬治元年は西暦1658年で今から359年前、四代将軍家
綱の時代で、五井大市の歴史の古さに改めて驚かされ、
誇らしく思えます。
　ちなみに、この前年は明暦の大火（八百屋お七で有名
な振袖火事）があった年です。江戸市街の大半が焼けた
災厄を、気分一新するために改元したものです。
　市原郡誌にいう「今」は大正５年頃だが、当時の五井
の主な産業は農漁業で、工業製品としては醤油、麹など、
農産物の加工業だけでした。

五井大市について
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体操で脳トレ

落語で大笑い
ふる里についてみんなで再確認

景品狙ってじゃんけんポン！

スター誕生 !!!

白金小学校区スマイルネットワーク
　12月15日（金）白金町町会会館において、忘年会を
開催しました。交通安全講話やビンゴゲーム、輪投げ
大会を行いました。

千種小学校区小域福祉ネットワーク
　12月５日（火）北青柳公民館において、忘年会を開
催しました。安来節やマジック、落語等の披露、釣り
ゲームなどを行いました。

国府小学校区小域福祉ネットワーク
　12月９日（土）カラ
オケ喫茶「ふれあい」
において、忘年会を開
催しました。
　踊り、津軽三味線に
民謡、マジック、玄人
はだしのカラオケに抽
選会などを行いまし
た。

わかば福祉ネットワーク
　12月16日（土）五井公民館において、忘年会を開催
しました。安来節やウクレレ演奏、抽選会や男性役員
によるハンドベルの演奏などを行いました。

東海小・中学校区小域福祉ネットワーク
　12月８日（金）いきいきセンター東海・海上におい
て「ふる里の歴史を学び地区民との交流を図る会」を
開催しました。「島穴神社を中心として」講演会の実施、
輪投げ大会を行いました。

広報「つくし」は
� 下記の場所でも配布しています
・五井支所
・サンプラザ市原
・YOUホール
・中央図書館
・五井公民館
・保健センター
・福祉会館
・千種コミュニティセンター

歳末たすけあい運動（地域福祉支援事業）
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河津桜

五井福祉ネットワーク設立総会を終えて 
� 五井福祉ネットワーク　　　　�
　　� 代　表　須　尭　峯　宏

　第１回五井福祉ネットワーク推進委員会（設立総会）が、平成29年12月９日に五井公民館で開催され、代表に選出
されました。身に余る大役を仰せ付かり、身の引き締まる思いです。
　「小域福祉ネットワーク」の立ち上げでは、五井地区社会福祉協議会、市原市保健福祉課、市原市社会福祉協議会
をはじめ、関係者の方々には大変お世話様になり、感謝申し上げます。
　市原市では、小学校区ごとの小域福祉ネットワーク設
立を、平成18年から市全域に進めて参りました。五井小
学校区の小域福祉ネットワークの立ち上げでは、幾度か
の紆余曲折を経てきましたが、おかげさまでこの度、設
立の運びとなりました。
　これからも、五井小学校区の町会関係者や、関係団体
の皆様のご協力を頂き、高齢者と未来を担う子どもへの
支援を進め、災害時には、共に支え合い、共に助け合う
ように隣近所の和を図って、住み良い町づくりに取り組
んで参ります。
　皆様のご協力をお願い申上げます。
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ありがとうございました 
五井地区 

社会福祉協議会賛助会費

　社会福祉に関心を持ち、地区社協の
趣旨、目的にご賛同いただいた多くの
方々から、「435,000円」のご協力
をいただきました。（１月22日現在）
　地区社協の中核を担う、小域福祉
ネットワーク活動やサロン事業等に活
用させていただきまし
た。なお、決算につい
ては、次号にてご報告
いたします。


